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第
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號

【
文
月(

ふ
み
づ
き)

の
暦
】

【
二
十
四
節
気
】

七
日

：

小
暑
（
し
ょ
う
し
ょ
）

二
十
三
日

：

大
暑
（
た
い
し
ょ
）

梅
雨
が
明
け
、暑
さ
が
本
格
的
に
な
る
頃
。

蝉
が
鳴
き
始
め
、蓮
の
開
花
が
夏
の
訪
れ
を
告
げ

て
く
れ
ま
す
。

「
暑
中
見
舞
い
」を
出
す
の
も
こ
の
頃
で
す
。

一
年
で
最
も
暑
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
く
る
頃
。

入
道
雲
が
見
ら
れ
、夏
の
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
。

鰻
を
食
べ
る「
土
用
の
丑
」や
、向
日
葵
や
白
粉
花

な
ど
夏
の
花
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

旧
暦
で
は
、和
風
月
名（
わ
ふ
う
げ
つ
め
い
）と

呼
ば
れ
る
、月
の
呼
び
名
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

旧
暦
の
季
節
や
行
事
と
合
わ
せ
た
も
の
な
の

で
、現
在
の
季
節
感
と
比
べ
る
と
若
干
の
ず
れ
が

あ
り
ま
す
。

七
月
の
和
風
月
名
は「
文
月（
ふ
み
づ
き
）」

米
の
収
穫
が
近
く
な
り
、稲
穂
が
膨
ら
む
よ
う

に
な
る
こ
と
か
ら「
穂
含
月（
ほ
ふ
み
づ
き
）」や

「
含
月（
ふ
く
む
づ
き
）」と
呼
ば
れ
て
お
り
、稲
穂

が
膨
ら
む
様
子
を
確
認
す
る
時
期
の「
穂
見
月（
ほ

み
づ
き
）」と
呼
ば
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
派
生
し
た
と

い
う
言
わ
れ
が
あ
り
ま
す
。

【
文
月(

ふ
み
づ
き)

の
旬
】

魚
介
類

：
野
菜
類

：

果
実
類

：

ワ
ラ
サ
、太
刀
魚
、鰯
、鱸

鱚（
キ
ス
）、カ
ワ
ハ
ギ

鰻
、穴
子
、飛
魚

岩
魚
、山
女
魚
、鱒

雲
丹
、サ
ザ
エ
、岩
牡
蠣

昆
布

夏
大
根
、ら
っ
き
ょ
う

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、オ
ク
ラ

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

賀
茂
茄
子
、空
芯
菜

南
瓜
、ゴ
ー
ヤ

ミ
ン
ト
、ト
マ
ト

メ
ロ
ン
、マ
ン
ゴ
ー

ス
イ
カ
、プ
ル
ー
ン

パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル

ア
セ
ロ
ラ
、山
桃

バ
ナ
ナ
、マ
ク
ワ
ウ
リ

【
文
月(

ふ
み
づ
き)

の
色
々
】

【
編
集
後
記
】

国
税
関
係
の
納
付
期
限

地
方
税
関
係
の
納
付
期
限

今
月
の
祝
祭
日

梅
雨
真
っ
只
中
、毎
日
は
っ
き
り
し
な
い
天

気
が
続
い
て
い
ま
す
が
、今
年
の
後
半
戦
が
始

ま
り
ま
し
た
。

ジ
メ
ジ
メ
、ム
シ
ム
シ
と
暑
さ
も
徐
々
に
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
ね
。水
分
補
給
を

し
っ
か
り
し
て
熱
中
症
に
気
を
つ
け
て
、四
年

ぶ
り
の
行
動
宣
言
の
な
い
ノ
ー
マ
ス
ク
の
夏

を
迎
え
た
い
で
す
ね
。

・
納
期
特
例
を
受
け
た
源
泉
所
得
税（
一
月
～

六
月
分
）の
納
付

（
七
月
十
日
ま
で
）

・
所
得
税
予
定
納
税
額
減
額
承
認
申
請（
七
月
十
八
日
ま
で
）

・
所
得
税
予
定
納
税
額
第
一
期
分
納
付（
七
月
三
十
一
日
ま
で
）

・
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
第
二
期
分
の
納
付

・
十
七
日

：

海
の
日


